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Abstract: This study conducted a regression analysis with the staying population at the mesh level as the 

dependent variable and factors such as restaurant genre diversity as explanatory variables, aiming to clarify the 

impact of diversity on urban vibrancy. The analysis utilized restaurant data scraped from the private gourmet 

information website Tabelog and smartphone location data provided by the Center for Spatial Information Science 

(CSIS), the University of Tokyo. The results revealed that restaurant genre diversity has a significant positive effect 

on the staying population, even after controlling for the number of restaurants, number of establishments, and 

distance to the nearest station. This study suggests that not only the increase in the number of restaurants but also 

the enhancement of genre diversity contributes to the creation of more attractive urban spaces. 
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１．はじめに 

１.１ 背景 

都市のなかで都心は様々な都市機能や施設が集積し，

人々が集まる場所である．それでは人々は何を求めて集

まっているのだろうか．その要因の一つとして，飲食店

は人々を惹きつける魅力的な都市施設である．飲食店が

立地する地域はにぎわいを帯びやすく，飲食店数が多い

場所ほどより大きなにぎわいを生み出すと考えられる．

例えば，ドライブレコーダーを用いて歩行者密度を計測

し，それと店舗密度の関係を分析した研究がある（Oda 

and Yoshimura, 2024）．このような研究からは店舗の量の

重要性が想定される． 

さらに，本研究では従来同様に飲食店数に注目すると

ともに，飲食店のジャンルの多様性にも着目する．Jacobs

（1961）が指摘するように，都市は多様性を受け入れるこ

とで繁栄することを定性的に指摘した．フロリダ(2014)は

都市の多様性がイノベーションと経済成長に活力を与え

ることを指摘している．実証研究においても，店舗の多

様性が高いほど売上が増加することも観察されている

（Yoshimura et al., 2021）．以上のように都市の多様性は都

市に好影響を与えると理論と実証の両面から指摘されて

きた． 

そのほか，都市の多様性とにぎわいとの関係性につい

ては数多くの研究が行われきた(西村ほか, 2021; 忽那ほ

か, 2014)．その中でも，山本ほか(2023)では広島市を対象

として，都市施設の多様性を説明変数に加え，滞在人口

との重回帰分析を行い，都市機能の多様性が滞在人口に

強い正の影響があることを示した． 

これらの研究では都市の多様性がにぎわいや商業活動

が好影響を及ぼしていることが示されているが，飲食店

のジャンルの多様性については飲食店数としてまとめて

評価されているため，分析ができていない． 

１.２ 目的 

このように多様性が都市に良い影響を与えることが既

往研究から示唆されているが，飲食店のジャンルの多様

性が必ずしも都市空間に影響を与えるとは限らないので

はないだろうか．例えば，特定のジャンルの飲食店が集

積していることで知られにぎわいが生まれている地域も

ある．にぎわいを増加させるために，どのような飲食店

を誘致すべきかや商業施設の飲食店の構成をどうするべ

きかの際には飲食店のジャンルの多様性を考慮すべきで

はないだろうか．本研究では，多様性が好影響を及ぼす

というロジックが飲食店のジャンルにも当てはまるのか

を検証することを目的とする． 

そのために，本研究では昨年度の大会で発表した土屋

(2024)で評価をした飲食店のジャンルの多様性指標を用

いる．土屋(2024)では民間グルメ情報サイトのデータを用

いて，メッシュ単位で飲食店のジャンルの多様性を 2 種

類の手法で算出した．その後，多様性指標と飲食店数の

相関分析を行い，飲食店が多いにも関わらず多様性が低

い場所があることを示した．その発展編として，本研究

においては，Simpson の多様度指数を用いて，滞在人口と
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比較することで，にぎわいに与える影響評価を行う． 

１.３ 研究手法 

本研究ではスマートフォンの位置情報データを元にし

た人流データから滞在人口データを作成し被説明変数と

し，多様性指標や他のコントロール変数を説明変数とす

る OLS 回帰分析を行う．これにより，飲食店の多様性が

にぎわいに与える影響を評価する． 

なお，本研究では昨年度の大会で発表した民間グルメ

情報サイトのデータを用いて飲食店の多様性を評価する．

なぜなら，経済センサスなどの公的統計は飲食業の事業

所数を提供しているものの，500 メートルメッシュ単位

での集計にとどまり，ジャンル情報が含まれていないた

めである．そのため，本研究では民間グルメ情報サイト

のデータを用いて個別の飲食店情報を取得する．民間グ

ルメ情報サイトのデータは，個別の飲食店の詳細情報を

得られるだけでなく，公的統計との高い整合性が指摘さ

れている（Tsuchiya and Horita, 2025）．また，SNS データ

を用いた研究も存在する．例えば，消費者レビューサイ

トを利用して高評価飲食店の立地と都市施設との関係を

分析した研究（Zhai et al., 2015）があり，幅広く使われて

いる都市分析手法である． 

 

２．利用するデータ及び分析手法 

分析の対象地は東京都 23 区とし，分析単位は 250m メ

ッシュを用いた．計 10,164 メッシュを対象とした． 

始めに，被説明変数とする人流データについては，東

京大学空間情報科学研究センター（CSIS）より提供を受

けたものであり，2023 年 5 月時点である．このデータは

スマートフォンの位置情報を元にしたものでああり，述

べ 869,840 人分のデータを含んでいる．平均すると，1 日

あたり約 300 万件の移動が記録され，約 6,500 万件のポ

イントが収集されている．各メッシュにおける滞在人口

を算出するために，各メッシュを通過する移動回数を集

計した．ただし，同一人物が同じ日に同一メッシュを複

数回通過した場合は重複としてカウントしていない．分

析はArcGIS Proおよび PythonライブラリのGeoPandasを

用いて実施した． 

次に，説明変数となる飲食店の多様性指標について説

明する．指標を算出する元となる飲食店データについて

は民間グルメ情報サイトの食べログからスクレイピング

によって取得した．食べログは日本最大のグルメサイト

であり，店舗情報は店舗経営者による登録または利用者

のレビューによってサイトに登録される．食べログは研

究目的でのスクレイピングを禁止していないため，サー

バー負荷に十分配慮しながら Pythonを用いてデータを収

集した．スクレイピングは 2024 年 6 月に実施し，対象地

域は東京都 23 区とした．合計 111,104 件の飲食店の情報

を収集した． 

各飲食店のジャンルは食べログに登録されている 16

ジャンルをもとにしている．複数のジャンルが登録され

ている場合は初めに登録されたジャンルをその飲食店の

ジャンルとした．図 1 は東京都 23 区全体におけるジャン

ル構成を示している．結果として，和食と居酒屋がそれ

ぞれ 10%以上を占め，主要なジャンルであることがわか

る．そのほか，カフェ，その他，西洋料理，バー，その他

の飲食店，スイーツなどのジャンルがある．なお，「その

他」カテゴリーには，カラオケバー，ダーツバー，ホテ

ル，旅館，結婚式場，道の駅，コンビニエンスストア，ス

ーパーマーケット，売店などが含まれる．「その他の飲食

店」カテゴリーには，ファミリーレストラン，社員食堂，

創作料理やオーガニック料理，弁当店，肉料理や魚料理，

ビュッフェ，さらには屋形船やクルーズ船での食事体験

といった幅広い業態が含まれている． 

多様性指標の算出方法については土屋(2024)と同様で

あるため，概略を示す．本研究では，Simpson（1949）が

提案した Simpson の多様性指数λを用いて飲食店の多様

性を評価した．この指数は，飲食店のジャンルの多様性

を定量的に表すものであり，以下の式（1）で表される． 

 

 λ = 1 − ∑ 𝑃𝑖
2𝑆

𝑖=1    (1) 

 但し，S：ジャンルの数 

  Piはジャンル i の割合 

   niはジャンル i の飲食店数 

   N は全飲食店数であり， 

  𝑃𝑖 =
𝑛𝑖

𝑁
である． 

 

ここで，Piは無作為に 2 店舗を選んだ場合に同じジャ

ンルに属する確率を示す．そのため，指数λの値は 0 か

ら 1 の範囲を取り，0 は単一ジャンルのみが存在するこ

とを意味し，1 に近い値ほどジャンルの多様性が高いこ

20.1% 15.3% 9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京23区

和食 居酒屋 カフェ・喫茶店 その他

洋食・西洋料理 バー その他レストラン スイーツ

中華料理 ラーメン・つけ麺 アジア・エスニック 焼肉・ホルモン

パン・サンドイッチ カレー 鍋 料理旅館・オーベルジュ

図 1 東京 23 区における飲食店のジャンル構成 
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とを示す．図 2 に多様性指標の算出結果を示す． 

そのほか，コントロールとして，滞在人口に関連する

ことが既往研究において指摘されている飲食店数，最寄

り駅までの距離（直線距離），事業所数（経済センサス）

を使用した．最寄り駅までの距離については GIS を用い

て最寄りの駅までの距離を測定した． 

以上の被説明変数及び説明変数を用いて，分析を行っ

た．推定には最小二乗法（OLS）回帰モデルを使用し，

Python を利用して実施した． 

 

３．分析結果 

３.１ 記述統計 

始めに分析に用いた変数について記述統計の結果を表

1 に示す．滞在人口および事業所数については，その分布

を考慮し対数変換を行った点に留意する必要がある．飲

食店数と最寄り駅までの距離の相関係数は-0.29 であっ

た．また，多様性指数と最寄り駅までの距離の相関係数

は-0.41 であり，弱い負の相関を示した．これは，駅に近

い場所ほど飲食店数が多く，また飲食店ジャンルの多様

性が高い傾向にあることを示唆している． 

 

 

分析前に多重共線性の確認を行った．説明変数の中に

は，相関係数が 0.7 以上の強い相関を持つものは存在し

なかった．さらに本研究では，推定に用いた説明変数間

に多重共線性の問題がないことを確認するため，VIF を

算出した．その結果，全ての説明変数で VIF は 5 未満で

あることを確認した． 

 

３.２ モデル推定結果 

前述したの被説明変数および説明変数を用いてOLS回

帰分析を実施した．修正Ｒ二乗は 0.733 であり，一定程度

高い適合度を持つモデルを推定することができた．モデ

ル全体の有意性は，F 値 6973（p < 0.001）により確認さ

れ，説明変数が滞在人口に統計的に有意な影響を与えて

いることが示された．推定結果を表 2 に示す． 

 

 

重回帰分析の結果をもとに滞在人口に影響を与える要

因について考察を行う．すべての説明変数の係数は 0.1％

水準で有意であった． 

始めに多様性指標についてみると，係数は 0.674 で正

であり，滞在人口との間に正の関係があった．つまり，

飲食店のジャンルの多様性はそのエリアの滞在人口を増

加させている可能性がある．多様性指数が 0.1 上昇する

と，滞在人口はおよそ 6.74％増加することになる．先行

研究が示してきた都市空間における多様性の重要性とも

整合的であり，飲食店のジャンルの多様性がにぎわいの

創出や都市の活力向上に寄与していることを想定される． 

つぎに，飲食店数についてみると，回帰係数は 0.005 で

あり，同様に滞在人口との間に正の関係が認められた．

飲食店数の多い地域ほど人々をより強く引きつけ，飲食

やその他の活動により生み出される地域の魅力が，滞在

人口の増加につながっていることや，滞在人口が多いエ

リアに飲食店の出店が多くなることが想定される． 

さらに，最寄り駅までの距離については回帰係数が-

0.001 であり，弱い負の関係を示した．これは駅に近い地

表 1 記述統計の結果 

変数 平均 標準偏差 最小 最大 

滞在人口[log] 5.0 1.4 0 10 

飲食店数 10.9 32.4 0 610 

多様性指標 0.4 0.4 0 1 

最寄り駅距離[m] 701.1 567.3 3 4,838 

事業所数[log] 4.5 1.5 0 8 

表 2 モデル推定の結果 

説明変数 係数 ｔ値 VIF 

飲食店数 0.005 21.07*** 1.25 

多様性指標 0.674 28.14*** 1.64 

最寄り駅距離[m] -0.001 -35.42*** 1.49 

事業所数[log] 0.474 72.90*** 1.97 

被説明変数 滞在人口[log] 

サンプル数 10,164 

修正Ｒ二乗 0.733 

Ｆ検定 6,973 F 検定の有意確率 0.00 

*** < 0.001, ** <0.001, *<0.05 

図 2 多様性指標の算出結果 
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域ほど滞在人口が多い傾向にあることを意味し，駅が重

要な交通結節点として，またにぎわいを生み出す起点と

して機能していることを示唆している．駅の利便性やア

クセスの良さが，人々の滞在を促す要因となっている可

能性が高い． 

最後に，事業所数（対数変換）の係数は 0.474 であり，

事業所数と滞在人口との間に正の関係があることが分か

った．これは，事業所が多く集積している地域ほど，雇

用や商業の拠点となることで，滞在人口が増加すること

を示していると考えられる． 

以上のように，飲食店のジャンルの多様性，飲食店数，

及び事業所数はいずれも滞在人口と有意に正の関係を持

つことが明らかになった．これは，多様な飲食店が高密

度に集まる都市空間ほど人々を惹きつけ，滞在を促進す

ることを意味している．さらに，飲食店数という「量」と

飲食店のジャンルの「多様性」の両面を考慮することが，

活気にあふれた都市空間の形成に資することを示してい

る． 

 

４．考察および結論 

本研究では，飲食店のジャンルの多様性指標を用いて，

メッシュ単位で滞在人口との関係を多重回帰分析によっ

て検証した．その際，民間グルメ情報サイトからウェブ

スクレイピングによって取得したデータを用い，飲食店

のジャンルデータを作成した．そのほか，飲食店数，事

業所数，最寄り駅までの距離を用いた． 

分析の結果，飲食店のジャンルの多様性は滞在人口と

正の関係にあることが明らかとなった．そのため，にぎ

わいを増やすには単に飲食店を増やすのではなく，既存

の飲食店のジャンル構成を勘案したうえで，多様な飲食

店の構成になるような飲食店を増やすことが重要である

ことが示唆される． 

本研究の学術的な貢献は以下の 2 点にある．1 点目は，

これまで飲食店の数や都市施設の数といった量的な観点

が重視されていたのに対して，質的な多様性という概念

を滞在人口の分析に取り込むことの有効性を示したこと

である． 

2 点目は，民間のグルメ情報サイトを用いることで，ジ

ャンルの分析が可能となり，都市分析における有用性を

示すことができた． 

今後の研究課題としては，それぞれの飲食店ジャンル

が特定の種別の滞在人口に与える個別の影響を明らかに

することである．例えば，あるジャンルは昼間のサラリ

ーマンを惹きつけやすく，別のジャンルは週末の家族連

れを引きつけるかもしれない．個々のジャンルがどのよ

うな種別の来訪者に影響を与えているのかを解明するこ

とが求められる． 
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